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1 •特にを意して W : だきたいことほをのため M ずあ守りください) 


この取扱説巧書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々へのを害 
や財産への損害を未がに防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は;たのよラにな 
っています。巧容をよ<理辭してから本文をお読み<ださい。 

とヒこの表おを無視して、誤った取0扱いをすると、人が死じ、重傷を負ラ可能性、または义が 
胃 [=1 の可能性が想定される内容を巧しています。 

みち この表巧を無視して、誤った取0巧いをすると、人が傷害を負ラ可能性や物的損害の発生び 
/1\ /± /胃想定される内容を示してし)ます。 


絵表示の例 


A 

處 


么記号はミち意を促す巧容びあることを告げるちのです。 

図の中に具体的なミ主意内容(左図の場合は一般的な注意)が描かれています。 

&記号は禁止の行為であることを告げるわのです。 

图の中や近傍に具体的な禁止內容(左图の場合はガソ U ン禁止)が描かれてし)ます。 

〇記号は巧為を指おする內容を告げるちのです。 

回の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントか5抜いてください） 
が描かれています。 



告 ( WARNING ) 


♦ガソリン厳禁 

ガ yU ンなど揮発性の窩い油は、絶対に使用しないで<だまい。 
义が①原因にな0ます。 


•煙突がれ危険 

煙突ががれたまま使用しないでください。 

かれていると運乾中に排ガスが室内にちれて、危険です。 


•煙突閉そく危険 

煙突がつまった0、ぶさがれたままで使巧しないで<ださい。 
閉そ< していると運乾中に排ガスが室巧にちれて、を険です。 


♦巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧しないで<ださい。 

巧類が落下して义がつま、义災の原因にな0ます。 


♦スプレー宙厳禁 

スプレー左やカセツトこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や前に放置 
しないで<ださい。熱で生の圧力が上が0、爆発し、危検です。 
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1 •特にミま意していただきたいこと（ま全のために必ずお守0ください) 



么な意 ( CAUTION ) 

•力ーテン、可燃物ぶ接禁止 

力ーテンや燃えやすいちのを近づけないで<ださい。 

乂がが発生するおそれがち0ます。可燃物との離隔距離については 
標準据乏付け图例（25ぺ~ジ）を参照して<ださい。 

M 

グ ( S ) 

♦給油時消火 、 

給油は、おず消义してからおこなって<ださい。 

义巧のおそれがあ D ます。 

臟 

養〇 

♦異常時使巧禁止 

ち一異常を感じたとさは、使用しないで<ださい。 

異常燃焼のおそれがあ0ます。 

ぐ 

) 0 

•高温部接触禁止 

燃焼中や消义直後は、高温部、煙突、お上部に手などぶれないでください。 
やけどのおそれがちります。 



•やかんのは禁止 

やかんなどをのせないで < ださい。 

振動か接輔によってやかんの熱湯がこぼれ、やけどのおそれびあ0ます。 

お 

)G 

♦分解修理の禁止 

故障、破損しをら、使用しないでください。 

不完全な修理は、危険です。 



♦月要をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのった0、腰をかけた0しないで<ださい。機器の故障や、やけど 
のおそれがあ D ます。機器の上に巧びんやホ:を入れたちのなどを置かないで< 
ださい。かびかかると漏電や巧障のおそれがあ0ます。 


0 

•改造使用の禁止 

改造して使巧しないでください。 

まを、ス I ^ーブや煙突には巧暖房巧の熱交換器などを取り巧けないで<ださい。 
乂災やち t ガスが室内にわれる原因とな D 盾:険です。 


0 

•換気覇使用禁止 



ストーブを使用している同室内で換気扇を使用しないで<ださい。立消え 
して爆発燃焼するおそれがち0ます。 

また、換気□•給気□は常に確保し、物などでぶさがないで<ださい。 

ム國 

卸 

0 

• ドラフトレギユレータの取り付け 

煙突の引き（ドラフト）が強いと燃焼不良がお生します。 

なの煙突設置の場合は化ず、ダブルドラフトレギユレータ（別売品 DR -1) 

を取口付けて < ださい。 

* 集合煙突に接続する場合-標準寸法 L ん h に立ち上が0が高い場合 
-風が強くて炎が沈むよラな場合 

ドラフトレギユレータ 

言 

^ in = 

I 〇 

inL 
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主意に AUT に N) 


参電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加无た0、物をのせた0しないで<ださい。 

また、電源プラグを巧 < ときは、コードを持って引言抜かないで < ださい。 
义災や感電の原因になります。 _ 

•電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差しこんでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないで<ださい。火災 
の原因にな D ます。 

めれた手での抜き差しはしないで<ださい。感電の原因になります。 

•長期間使用しないときは電源プラグを抜ぐ 

長期間使用しないと言忍は保管するとまは、化ず電源プラグをコンセント 
か5抜いて < ださい。 

火災や予想しない事故の原因にな D ます。 

•電源プラグのお手入れをする 

とまどまは電源プラグを抜ま、ほこ D 及び金属物を陈去して<ださい。 

ほこ D がたまると湿気などで絶縁不良にな0义災の原因にな D ます。 

♦の油の保當 

打袖は、火気、雨が、ごみ、窩温および直射日光を避けた場所に保舊して 
ください。ガソリンなどとにっしよに保舊しないでください。 

誤って使巧すると禁常燃焼や乂がのおそれがあります。_ 

•変質巧油禁止 

変質た了油、不純口油（巧れた灯油、化の混じつている巧油など）を使巧し 
ないで < ださい。 

異常燃焼や故障のおそれがあ0ます。 

•初めてお使いになるときの注意 

初めてお使いになるときは、耐熱塗料などが焼き付<まで煙と臭いが出ま 
す。しば6<の間窓をあけて部屋の換気をおこなって<ださい。 

また、ル鳥やル動物などに影響する場合が考えられますので、この間は部 
屋に入れないで<ださい。 


うも 



0 

〇 

€ 

〇 

〇 

0 

〇 





1 •特にを意していただまたいこと(ま全のために必ずお守〇< ださい) 


お願い （ NOT に E ) 1 

•機器を廃棄ずるとさの注意 

ス1ブを廃棄処分するとさは、定油面器の灯油を 
抜きとつて<ださい。け7ぺージ） 

归油を入つたまま廃棄するとリサイクルの隱に思わ 
め事故になるおそれがあ D ます。 

•な油の廃棄 

灯油の廃棄姐分は、な油をお買いおめになった販売 
店にご相談 < ださい。 

-- J 


2•使用する場所 


ス I ブを安全に使用するためには、場所の選定が大切です。 



安全に使用するために 


♦マントルピースなどには据是付けないでく.ださい0 



>部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節をむがけましょろ。 

使用場所には十分注意して効果的に使巧して<だをい。 


mm 












































■運転停止中は節電のため、表示はすべて消'なします。 

•現在時刻を確認したい時は、操作部の巧しポタンスイッチのいずれかを押してください。1分間、現在時刻を表示します。 
•夕 - r マー運転中は節電のため、表示がすべて暗くな0ます。 

※運商停止中ち現在時刻を表示させることびできます。 ( 運乾停止中ち時計を表おさせたなと吾 1 (1 3ぺージ)の頂を参 
照して < ださい。 


I 「音声お知5せ J の巧容 

•通萬の運乾操作び点火 j ‘ r 消火!•「タイマーセット J ) をおこなうとき、文をと同時に音声 （ r 点义します j ‘ r 消义し 
ます J ’ r タイマーセツトしました」）で操作状態をお巧5せします。 


ぉ义表术啸） _ — I _ 

運転スイツチを巧して r 入 J (*) 

にしをとき、及はセーブ消义をに再 
点义する房に点打し、運お（点义） 

します。 

約3〜4巧の予備燃焼を消巧します 。I _ 

-時消义表示 ㈱ — 

消义冷却中に再度運転スイツチを！■入 J に 
したとま点巧し、一時的に消义します。 

燃巧まがを却すると消灯し点义岛作を始め 
ます 0 


賺表示啸） 

本燃焼中に点灯します。 
現在燃焼中の火力の大まさ 
を表巧します。 


' - 致顆離消炎奉取痛一薇が 

•運乾スイッチを巧して r 切 J ( 1 ) 
にすると点巧し消火します。 

燃焼室がを却すると消巧します。_ 

■ セーブ運転中に室温が設を温度より 
約3で上昇すると点巧し消义します。 
-室温が設定湿度にまで下がると消灯 
し点义動作を巧めます。__ 

，•'.--.夕 p - r ' し,、 

.• w ., 5 ' 巧巧 ft な T 占巧をか口 9 ^タク，> ノ V -,。， . 

-室湿設定ボタシで設をした室溫を 

デジタル巧巧しまず。 

•ストープにトラプルび堯生すると、 
トラブルの巧想が記号ま巧伟二 
ターサイン）まれます。 


VC 1 CE-KIRARA GYG L 

点火しま奇| |が巧ホ が^义します I 
- -時消乂や尼义ホ 

- 巧示時刻に g 転します1 湿 

隅がなな がで 


が風 セーブ運ミ 


運乾 
1■入•切<1、 


-.^夕ず夕^表ぉ(罵)； 

• タイマー運転中は点なします。 

. タイマー運乾停止中は消灯しま 

—す。_ 

:頃憩!巧巧"^ミ - VV 
-通常は現在時刻を表示します。 

. タイマー運お時はタイマーセツ 
卜時刻を表示します。 

(タイマー運忘時は時刻表示が暗 
<な0ますが異常ではち0ません。） 


時計動作コロン(香） 

現在時刻を表示しているとま 
は点滅してじ!ます。 
タイマーセツト時刻を表をし 
て U るとまは消のします。 


_ 運おスイッチ _ 

•巧す （ A ) と運転（点义）します。 

. もう一度巧す （ i ) と消义します。 

雄 g 巍1お歸號苗-娘） i 哥 

セーブ運乾中は点灯し、お除すると消 
灯します。 

ま湿設定を10で （ F 点設定）にすると 
自動的にセーブ運乾にな D 点のします。 


巧風ランプ嚇） 

微風運乾中は点なします。 

が風運乾惇止中は消灯します。 


mm 










■オープンポケットの開閉 

♦才一^ンポケットを軽<巧しこむと、ゆつ<り出てきます。操作後軽く巧しちどすと□ジクして止ま0ます。 

( 操作するとき m がは、斑じてご使用ください。) 

■操作音について 

•操作ボタンを押すとピッと音がします。 

♦誤操作をするとピッ音が2回します。 

■表示部の明るさ調節 

•時計調節スイッチを「通常 J に合わせて f 時ボタン」を巧しなが5 r 分ボタン J を巧すことによ D 、 表示部の巧るさ 
を2段階に調節することが出来ます。 

(このときピッ音が2回しますが、誤操作ではあ0ません。） 

■ r 音声お知6せ J の消音方法 

•時計調節スイツチを I ■通常 J に合わせて「時ボタン」を巧しなが百「セーブ運乾ボタン J を巧すことによ0、「音声 
お知5せ J を消音することが出来ます。 

(このときピツ音が2回しますが、誤操作ではありません 0) 


時ボタン;誌おを, V 席. 


時刻の r 時 J 巧合わせるとまに使し •> ます。 


.'.;^巧.分ボタ:シ..：妈.む 


時刻の r み J を合わせるとまに巧じ!ます。 
時わ巧節スイツチの巧!■によ0、1回の 
巧しのをみ方げ s な口まず。 
r 時かをせ J …1かずつをね。ます。 
r タイマー合せ J …5みずご巧ね0ます。 


時計調節スイジを: 


「時計合せ J …現在時刻を合わせるとまに 
「時計をせ J 位置にします e 
「タイマー合せ J …タイマーセット時刻を合 
ねはるとま r タイマーをせ J 化面にします。 
r 通を J •••現在時刻サタイマーセット時刻を 
るわせた5、通巧巧巧中は、 r 通巧 J になず 
ちどしてくだをし、 




义力調節つまみを r がか J か 
5 r 犬 J の聞で動かし义力を 
リニアに手動調節します。 
义力巧節ごまみを旧面 J に 
をねせるとル~ムサーモによ 
る自お巧巧（室巧投ちポタン 
で室巧を巧を）びでまます。 


义力調節ヴ7ミを旧動 J に 
合わせると、インバ-夕- 
お焼となり、き温と設定温 
度の差に応じて、自動的に 
义力が変化します。 
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手動义力調節 
がかル中大 



微風運稳スイッチ 


r 連動」…ストーブ運拉と連固して、微風運転を開坦します。 
r 単独 J …ストーブ星技に関巧な<巧風運転を開始します。 
r 切 J …測盈運乾を停止します。 


セーブ運乾ポタン 


• 1回巧すとセーブ運乾。 
室温が設定湿度より一 
定温度上昇すると消义 
し、一定温度1を下する 
と自動的に点义動作に 
入ります。 

-再度巧すと、セーブ運 
転は晓除されます。 


111 


室温設定ボタン 


义力調節ごまみを「自動 J にす 
るとルームサーモによるま湿設 
定に9〜15で、10で （ F 点設 
定 ）） ができます。 

r 富め J …設定温度を1でずつ 
上昇 

r ほめ」…設定温度を1たずつ 
ほ下 


ツトボタン 


タイマー運窗 

運乾スイッチを r 入 J にし、タイマーセットポタシを押すことによ 
D 、 タイマー表示が庶打、時刻表巧にタイマーセット時刻び継続し 
てまちまれ、タイ7—運転が開始されます。 

(タイマー表ちび点 I 灯しなければタイマー運窗は開始されません。） 
七ット時刻になると、タイマー表示が消巧し現在時刻び表示されて 
自動のに蛋窗ぴ開始ちれます。 

タイマー運窗の嚴除 

タイマー運乾中におろ一度、タイマーセットポタンを巧すとタイマ 
一運拉が辑除されます。 


























































4 •使用前の準備 



燃稱は必ずな油 （ J 旧1号灯油）を使巧して<ださい。 


• 松誓告 I ガソリンなど揮発性の高い油は、义災の原因にな0ますので絶対に使用し 
ないで < ださい。 

♦ 齡注意 I 変質な油、巧れたな油、かの湿じつている好油などは、絶巧に使巧しない 
で < ださい。 

♦ 应注意 I 口油は、必ず乂気•雨水•ごみ.高温及び、直射日光を避けた場所に保管 
して < ださい。 



■給油の際の手順とミま意 


•送油八ルブを閉じて給油□ぶたをはずし市販の給油器具でな油を給油して<ださい。 
ミ由量計の針が r 満」をさした5給油をやめて<ださい。 

♦給油□ぶたを必ずちとどお0に締めてください。 

•給油の際に、水、ごみなどを入れないよラ特にミま意してください。 

■給油□ぶたは、確実に締めて<ださい。 

■こぼれたな油はよ<ぶまと つて <ださい。 

■燃料切れのミま意と空気巧まの方法 

油タシクを空にしないよ弓に;ま意して < ださし、 

ミをタシクをいつたん空にしまずと、送油経路のに空気びたまり、正常に送油ができな<なることがあります。このよ弓 
な場合には;欠の順唐で空気巧きをしてください。 

1. 油タンクに給油します。 

2. ストーブのゴム管□か6、3ム製送油管をはずします。 

3. ゴム製送油管か5油が連続して流れ出ることを確かめてからゴム製送油管をわとど 
お〇にストーブに取り付けます。（ミ由がこぼれないよラに容器を用意して ください。) 





運転開始前の準備と確認 


■安ま装置のセット、取巧上のミ主意 



を油面器のセット 

初めて使巧するとまやシーズンネリめには、ス I ブ正面ち下の定油面器リセット 
レバー（黒色）を左ち向に止まるまで押してください。 

I .—. . —一——'一 一 ■一' -一.—-.—一 一.〜'.. — 

♦リ七ットレパーは据え付け時やシーズン初めに操作しまず。定油面器に強い 
衝擊を与えた0異常がちつたときかは、特に操作する必要はありません。 
巧一、点义操作を巧油が出ずにモニターサイン E 2 び表示されるよラな場を 
:はリセットレパーを押してくだミい。 
i (安全弁がはずれ、灯油がスムーズに流れます。） 

. ♦リセジトレパーは乱暴に扱つたり、押したままの巧態には絶対にしないでく 
だミい0 

— — . . . . . . —— 








4 .使用前の準備 


運乾開始前の準備と確認 


■送油経路の油ちれの確認 

♦油タンクや送油管の接合部などから油ちれがないかどラか確認して<ださい。 

■電気配線の確認 

♦ izL ミ主意 I 電源プラグをコンセントに巧の根元まで確実に差しこんで< ださい。 
♦電源コ—ドが煙突などの高湿部にぶれるおそれのないことを確認して<ださい。 


: だ ^ • -IX クで パ:を。か V ，.，.ぃ‘',、' I 'ぃ ‘ジなな I— 一'-'—パ ’-1 々み. 一— V ， ジタか'--れ—なかツ'，ツ‘，.なな如ぶど。が.ゾ’だ:.-、 •な 


:ザ.鄉5：.. \rr TSimm 

が•产■卜、 

诗禪敗，織 


5.使用方法(使い方) 


運乾開始 (点火) 


♦才—ブジポケット内の火力調節つまみで「自動運乾 J と r 手動運転 J が設定でまます。 

ご希望の運転方までご使用<ださい。 

(； 点火順巧) 

■乂力調節 r 自動運乾 J の場食 t 

I ♦义力調節つまみを「白動 J にをわせてください。設定室溫と部屋の状巧し庇じ 

門な f 义驾巧節大 I た义力で燃焼します。 

1.1 (火力調節 r 手動運転 J (微少〜大）の場合は、乂力調節つまみの設定火力で燃 

-^ 焼しずす 0) 

♦時計合せは11^^ジ「現在時刻の調節ちま J を参照しておこなつてください。 

^一~ 1 1 . 時刻表示が現在時刻を表示していることを確認してください。 

一^^ 2. 運転スイッチを巧して r 入 J にして<ださい。 

運転 Wbm ) 「点火します J の音声と同時に、点义表示 I ■点义します J が点打し、自動的 

* 入.切に次のよラに運転（予備燃焼•本燃焼）します。 

- (1 [ Wy (义力調節 r 手動運乾 J (微少〜大）の場合は設定室温の表おはありません。） 


運転喔 

i 入•切1义 


運転スイッチを巧す 


VOICE-KIRARA €¥€ 
点义します 


——-音青 r 点义します J 
• 点义表示点灯 
• 設定き遍表巧点巧 

ユ〇 .燃焼用送風機まねる 
ホ〇 I --- 

ii —- 

焼分一.ル油置流巧 


-点义表示消灯 

• 燃焼表示点口 I 

• 設定室通と部屋の巧況に麻じた义 
力になる 


8: 口日. 三か) 


◎ ◎ 。曲 \ 

巧田 I セーブ se *乂•切 



VOICE-KIRARA €Y6 
が巧中 


かが. ^ V«c 


◎ ◎ 


セーブ宙坛 *乂•切 1 



※予備燃焼後約 2.5 分間、义力は中义力になります。 


mm 












5 •使用方法（使いち) 


•迅おスイッチを「入 J にしたとき、運転ラジブか点口せすにタイマーを巧ラブブ•か点灯する場合は、タイマー運転 
とな D まずのて、タイマーセットホタンを巧してタイマー運おを解除してくたさい。 

I 参脯焼中に運起スイ、ッチを巧して「消化！にした D 、 タイマーセットポタンを押すなどして約1秒な垄盏 i 灌; iSliT う j 
L ずと自動消义し、約2分間の冷がのをでなりと再患义できません；-;::如讓 "1 


室温の調節迫動運乾) 


|^^^^タット巧の义力調節つまみを[自動」に合ねせると、ルームサーモによる自動運転とな0、設定室温に自動 

表お部に設定室温 （24 で）が表おされますので次のよラに調節してください。 

♦室温設定ボタン「高め J を巧すたびに1で上昇します。 

让限2日で） 

• r 巧め J を巧すたびに15でまでは1たずつ下が0、15でか百はい 
まな010で （ F 点設定）とな0ます。 

♦1 0で設定の場合はセーブ運乾表示ランプが点なし、セープ運転とな 
0ます。 

設定室温を15で上に上げるとセーブ運転表示ランプが消乏、、 
、自動的に解除されます。 ) 



セーブ運転1 

义力調節「自動 J 運転時に、微か乂力でを室温び設定室温より上昇する場合、設定里温よ0約3で上昇すると自動的に 
消乂し、設定藍溫まで下がると捕义動作に乂〇ます。これをく0返すことによ日むだな部屬のあたをめ過ぎを防ぎまず。 



•莖溫設定ポタンによ0希望の室温設定後、セーブ運睹ポタシを押し 
てください。 

セ〜ブ運転表示ランプび点:打し、セーブ運転とな0ます。 

♦セーブ運転ボタンを再度巧すことによ0セーブ運乾表示ランプび消 
是、セーブ運転稱除とな0ます。 


火力調節 译動調節—剧運敵 


室温設定による自動運乾の他に、义力調節つまみによる手動义力調節が可能です。 
次のようにしてください。 


自動 

■ 

手動乂力調節 
微少ル中 大 

( 

GO ) 



•才ープンポケット内の火力調節つまみを「微少 J か5「大 J の間の 
ご希望の位置に合わせて<ださい。 

表示部の設定室温表おが消え、予備燃焼が終了すると約 2.5 分間乂 
力は中火力になり、そのをは火力調節つまみの設定义力で燃焼しま 
す。 


■炎のが態 

ス I ブの据え付けや煙突の関係で、おはる少を化します。 

,•巧の状おは、青いがの中にいく 5かの黄をけを1(ホ父)‘-がまじってち寒常ではホ0,ませた。，：， V ’，；，も、-1バぇ 
♦燃巧中にがの片寄.を又は、.*上で変動ずる巧とがちりますが;；ドうストがよび風■りを動によるちので異常ではお岛 

ません。 ’-• ' S * .， 、、 ’ .. ，， 


mEB 










運窗スイッチを巧して r 切 j にして<ださい。 

r 消火します J の音声と同時に、燃焼表示が消巧し、消义表示 r 消义します J 
が点！灯します。 

燃焼室が冷却すると燃焼用送風機が停止し、すべての表示が消 I 灯します。 


•區 達慧 12百な上まをあけるな ど長時間使貼ない瓷含は、達提が寬全に停止してかを電 

セントか6巧いてください。 --- ミ•ぶ:. 

♦が出のとまは、化ず運転を停止（消义）して<ださい 。‘ . ..如’’，/仇‘-, 

♦巧転捧： M を、こ括娩 i 用謹插 L 機が停止するまでは里源プラグを巧かないて<たさい，ちし巧まますと、 
ちったり、ストーブの表面温度が止昇します。 ■ ■ ' ■ ■ ■ .* ' ' /こ’3…- 


■ 消义後、再点义するとまのを意. 


♦燃焼中に誤って電源プラグを巧いた D 、 運乾スイッチを r 切 J にすると、再点义安全装置の働まで、ストーブがを却 
されるまでの約2分間は再点火でまません。 

ただし瞬間的な消火操作（約1砂に t 内）の場さは、そのまま燃焼が継続されます。 

♦停電時には、化ず運乾スイッチを r 切 J にしてくだまい。 



現在時刻の調節方法 


1. 才ープンポケット内め時計調節スイッチを[時計ちせ J にします。 
はじめて使用するとまや、電源プラグを長時間巧いたとまは、時刻表お 
は0 : 00を表示します 0 

2. 時計調節の「時 J • r 分 J ポタシを巧して現在時刻を合ねせます。 


例：午前6時15分に合わせる場合 

①[閒ボタンを巧して"午前6 : 00" にします。 ③ r 分 J ボタンを巧して"午前6 :1 5" にします。 




3. 必ず時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどして<ださい。 

(時計は、時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどした時点から動含始め 
ます。） 


；♦おず時計調節スイッチが r 通常 J になっていることを確認してください。 Y . f -' . 

I •30 砂なお①惇電であれば、再通電をち現を時刻を表示しますので時刻合わせの必堅はありませんが、す舞れな上の巧 
1電で、時刻表示び0 :00を表示した場合は、時刻合わせをおこなつて < ださい。 ..... 











■運輯時刻の合わせ方 

‘時計-タイマー' 

I 各社合せ 


1. 才-プンポケット内の時計調節スイッチを[タイマー合せ J にします。 

2. 時計調節の「時 J ■ r 分 J ポタンを押してタイマー点火時刻を合わせます。 
「分」は5分ごとに動きます。 


例：午前6時30分に合わせる場合 

①「時」ボタンを巧して"午前6 : 00" にします。 ⑥「分」ボタンを押して"午前6 : 30" にします。 



これでタイマーセツト時刻が記憶されました。 


3. 化ず時計調節スイツチを r 通常 J 位置にもどして<ださい。これで時刻表 
巧には現を時刻が表巧されます。 


■タイ7-運乾方法 

1. 運転スイッチを押して r 入 J にして<ださし、 

(燃焼中の場合はそのままです。） 

2. 運乾するときのご希望の室温交は、义力に合わせてください。 

3. タイマーセットボタンを押して<ださい。 
r タイマーたットしました J の音靑と同時に、時刻表示にタイマーセット 
時刻が表示され' タイマー表示 r 表示時刻に運転します J が（燃焼中の場 
合は消火表乐 r 消义します J ち）点巧し、タイマー運転に入0ます。 
(このとま、燃焼巧送風機が、10分間運転しますが異常ではあ0ません。） 

•タイマー運乾中は表示部の表示はすべて暗くなりますが異常ではありません。 


♦タイマーセット時刻になるまでは、時刻表示にタイマーセット時刻とタイマー表示 r 表示時刻に運転します J が表示さ 
れ続けます。 

♦運乾中にタイマーセットポタンを巧すと、ス I ブは自動消火し、運乾を停止します。 

♦タイマー運転中は、節電のため、タイマーセット時刻表おの日月るさ（輝度）が落ちます。 

•タィマー運転は、運短スィ ッ妻知- f 入 T に志ってぃな。 占 運乾力 欄始 さもません。 -…-一 . . 

•おでかけのときのタイマー点义は避けてくだをい。 

一 ... _ 







5 .使用ち法(使いち) 


タイマーの使用ち法 


■タイマー運転の解除 


し Pi ^ 

タィマ H 巧 ! i 


午後 ILI: 30 • 


参タイマ— セッ トボタンを押します。タイマー表示が消巧し、時刻表示に現 
在時刻が表示され（時計動作コロン点滅)、タイマー運乾が解除されます。 
♦このままであれば点义表示 f 点乂します」が点 I 灯し、自動的に運転を開始 
します。運おを停止する場合は、運転スイツチち r 切 J にして<ださい。 


■タイマーセツト時刻-現在時刻の確認 


•タイマーセツト時刻の確認 

•時計調節スイッチを[■タイマー合せ J に合わせます C 


時計 • タイマー 



午前 


5：30 


概在時刻の確認 

•時計調節スイッチを I ■時計合せ J に合ねせます。 


f 時計 •「 

タイマー 


適朝 1 たイつ一 

^せ 


時刻表示にタイマーセツ 
卜時刻が表示されます。 

♦確認を、時計調節スイッチは、がず「通常 J 位置にちどして< ださい。 


いつ ， jn 
午後 I しいごしし 

時刻表示に現在時刻が表 
示されます。 


微風フアンの使巧方法 


¥!^結~面み虫ますので^ぉ部屋在巧まのに睹’が#夕。 




■使用方法 



オーブンポケット巧の班!風運転スイッチを[連動 J 文は、「単独 J に合ねせてくださし)。 
微風運転が開始されると微風吹出口から微風が出てきます。 

♦ 「連動 J に合わせるとストーブが運転し、予備燃焼が後了後微風ランプが点なし、が 
風運転を閲始します。 

♦ [単独 J に合わせるとが風ランプが点!灯し、ストーブ運転に関係な<微風運転を開始 
します。微風ファン r 単独 J 運転中は、ス I ブ消乂後も表示部の表示は消巧しません。 
♦ r 切 J に合わせると班[風ランプが消巧し、が風運乾を停止します。 


運乾停止中ち時計を表示させたいとま 


猫！^ jgjgg 爾^ 臟 を 


■現在時刻を表示させる方法 



時計マー 

ifMir 


手動义力調節 
巧みル中大 

•m 川 . im ■■•■■■■ル 


g 綺 IIQ 分|| 



r 時 J ボタン 
を巧しなが5 



r 高め J ボタン 
を巧す。 


①操作部のいずれかのボタンを押し、現在時刻を表示させます。 
(現在時刻を表示している時は、この操作は必要お口ません。） 

③時計調節スイッチを r 通常 J 位置に合わせて「時 J ボタンを巧 
しなが5室温設定ボタン r 高め J を巧します。 

な上で、運転停止中でも提在時刻が表おされるよっになります。 
停電になった時は再度操作をおこなって<ださい。 








ス I -ーブにトラブルび発生すると、トラブルの状態び設定室湿表示に記号表示（モニターサイン）されます。 

この場合記号表をのの容を、ストーブ左側面に印刷されたモニターサインー覧表、または 21〜22ぺージ 「故障■異常 
の見分け方と処置ちま」をご覧のラえ、化要な処置をしてください。 


〈モニターヴイシー覧表> 


に夕-サイン 

異常状態 

モニター サイン 

異常状態 

E 1 

途中 消义 

P 1 

ポジト予熱不足 

E 2 

不着 义 

P 2 

ポット温度ほ下 

E 3 

巧屢 作動 

P 3 

ポット異常過熱 

E 6 

ルームサーモ 断線 

P 4 

不消义 
(消义時間が長 U ) 

E 7 • E 9 

停 電 

E 8 

疑似 义巧 

P 已 

基板 不良 

EA 

燃焼用送風機異常検出 


EC 

ルームサーモ短絡 

EE 

停止時ポット異常過熱 

EO 

基板湿度異常 


使用上のを意 


本塞の r 特にを豫して U ただ廷たいこと（巧金のをめに化ずおな D < だちい) J の他に、巧の現目についてを注蔵してく 
ださい。… _ 

♦上面ガードは、地震などによ D 可燃物が落下したとまなどに义災を防止ずるためのおのです。やむ巧えず取0はず 
した場合は、がずちとの状態に取0巧けておいてください。 

♦ク U - ニシグ店、美容院などの化ぎ蜜品を使ラところや温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使巧しないでくだ 
さい。 

•雷が f 発生したとま、雷（誘導雷）により一時的な過電圧がかかっても、過電旺防止装置が機器を保護するしくみに 
なっていますが、大きな雷（直寞雷など）の場合は、電子部晶を損傷するおそれがち0ますので、電源プラグをコ 
ンセントか百巧いて<ださい。 









6 .安全装置 


• I けの場合、時計などのセツ 
卜をしてか S 、 点火操作をして 
くだちい。 

• 圧置の場を、通電後点义操作 
をしてください。 

• 電源プラグを確認してください。 


♦停電したとま 
♦電源プラグが抜けたとま 

ク 

-通電後モニターサイン圧！]表 
おまたは L £ 留表巧 
-自動的に消义 


停電ま全装 
/[ H ] 表お，圧夏]表示 

\巧瞧上) immm ) 


• 日常の点検-手入れ ( 16 〜19 
ぺージ 参照)をしてから点火操作 
をして < ださい。 

■なおも異常びある場合は、お買 
いまめの販売店にご相談<ださ 
い。 


♦点火 S スをしたとさ 
* 途中消义をしたとき 
•炎が異常にかさいとき 

ク 

-モニターサイン 1 X 3 表示また 
は店互表お 
• 自動的に消义 


• 強い地震や衝撃を受けたとさ 

ク 

’モニター サイン 圧す] 表示 
-自動的に消义 


巧震自動消乂装置 
(圧！!表お） 


♦ストーブの周遇に異萬がないか 
確認し、点火操作して<ださい。 

(対震自動消义装置は作動後自 
動的にセットされます。） 


原因-作動結果 


安全装 


このス I ブには次のよラなをを装置がついています。 

すべての安全装置は、異常が取 D 除かれてち毎度点义操作をしなければ運乾は停止したままです。 


置 S - で 
装装£带| 

全御。. w ! げ 

安•制辭 

点燃優 















7 .その他の装置 


再点火安全装置 


燃 I 焼用送風機異常 

検出装置 

(圧引表示） 


過電流防止装置 
(表示部全消な） 


原因-作動結果 


消义直後、再点乂操作したとま 

ク 

約2分間の冷却後でないと点义 
動作に入らない 


回窗数が臭萬に巧下したとま 

ク 

モニターサイン店豆]表示 
ストーブの運転を停止 


内部配線のシヨートによ〇過電 
流が流れたとま 

〇 



I 約2分経過を、自動的に点 
义動作を開始します。 


I お買い求めの販売店に修理を依 
頼して < ださい。 


I お買いボめの販売店に修理を依 
頼して < ださい。 


電流ヒューズが切れ、すべての 


安全ヴ—ミスタ(基板上:73た) 
(岡表示） 


運乾を停止 


’ストーブの上面及び側面が囲わ 
れてし1るとま 

ス I -ーブの前面に障害物などが 
ちるとま 

ク 

モニター サイン圧旦]表示 
自動的に消义 


I 原因を取0除いてか5点义操作 
をして < ださい。 

I なおち異常がある場合はお買い 
求めの販売店にご相談 < ださし、。 


8•曰常の点検-手入れ 


点検、手入れのとまのを意 


点お•手入れは消义後、ポットパーナが冷却してか5、必ず電源プラグをコンセントか5巧いておこ 
なつてください。 


齡注實1軍気部品の分解や巿販品との交觀ま絶対にしないでくださし'*。 


■ 


点検、手入れの必要頃目、時期、方法 


■ 


■周囲の可燃物 （使用ごと） 

♦ l / i \ 注意]ストーブの周囲は、常に整理•掃除し、燃えやすし)ちのを置かないで<ださい。 


■ほこ0 •巧れ（使巧ごと） 

•ほこ0やミちれをそのままにしておまますと、油がしみた D して危おです。 
ストーブはいつち清潔にしてご使用ください。 


■油ちれ•油のたま0 •油のにじみ（使巧ごと) 


♦置台-油タンクに油ちれ*油のたま0や油のにじみがないか、ときどま点検して<ださい。 
文、給油の際にこぼれた巧油は、よくふきとつて<ださい。 


•油ちれのある場合は、お賈い求めの販売店に修理を依頼して<ださい。 

























8 •曰常の点検•手入れ 


点検、手入れの必票項目、時期、方法 


■ゴム製送油管の点検•交換の目ま（シーズンのネリめ） 

• [ごま意]ゴム製送油管は、居かで使巧しないで < ださい。 

屋かでの使巧は禁止されています。 

•屋巧で=1’ム製送油管を使用しているときは、膨潤、収縮、変質、変形、ひび割れがないか確認し、夕点のあるとまは 
交換して<ださい。 

交換の目まは、3年に一度です。 

国ミ由タンク（シーズンの初め、適時） 

♦油タンク内は水やごみがたま0やすいちのです。給油のとま、点検して<ださい。 

油タンク内のか抜き及び掃除は、油タンク付属の取扱説明書に従っておこなってください。 

■煙突の接続部のゆるみ及びトップの周圓（シ-ズンのネリめ、適晚 

♦煙突の接続部、煙突トップのはずれがないかを点検してください。煙突が腐食した0、巧がおいた0しているとを険 
ですので新しい物と交換して<ださい。 

•煙突の近<には燃えやすい物を置かないで<ださい。 

•煙突巧は結盛で生じた化滴が凍ってつまると盾険です。点义時に、煙突のつなぎ目やストーブよ〇異常な煙が出た5 
消义して、煙突内部を点検して<ださい。 

■定油面器のストレーナの掃除 (適時） ( :お質いホめの販売店に依頼して < ださい 0 

♦定油面器には、ごみを除<ためのストレーナびついています。 

ごみがをまると、巧油の流れを巧げて、十巧な乂力が出なくな D ます。 

次のよさに揺除してくだまい。 

1. 油タンクの送油バルブを聞じてくだちい。 

2. ストーブの前板を止めているねじ巧本）をはずし、前板の下側を引き上 
ばて、前に引いて取0はずして<ださい。 

3. 操作部を左固のよラに、 ① 操作部の左側を少し引き上げて、 ③ 手前にまわ 
して、開し1て< ださい。定油面器がみ无てまます。 

4. ストレーナの掃除□に荷キしなどの厚紙を差しこんで、袖ガイドを作り、そ 
の下に容器を置いてストレーナの止めねじをゆるめてはずしてください。 
定油面器の汚れた巧油やごみがを部流れ出ます。 

5. ストレーナを取0出して、まれいな好油の中ですすぎ洗いをして<ださい。 
(化で洗ねないで < ださい。） 


■反射板-ガラス円筒の掃除（適時） 

参 [ pSMl 掃除は、ストーブを消义させ巧分冷却してから、おこなつて<ださい。 

熱し1状態でおこなろとやけどのおそれがあ0ます。 

•反射板及びガラス円筒にほこ0がたま D ますと、反射効率が悪<なるばか D でな<を険ですので、次の要領で適時掃 
除をしてほこ0ぞ取〇除いて<ださい。 








点検•手入れの必票項目、時期、方法 



1. 前面ガードを右側の固定ばねに個）か引ホずし左測にまねしてください。 

2. ガラス円筒を割6ないよラに注意して、掃除機などで内部のほこ0をきれ 
いに掃除して < ださい。 

3. やわらかい布などで、反射板及びガラス円筒をまれいにおいて<ださい。 

4. 掃除が終わりましたら、ちとどお0にセットしてください。 

— 瓦と雨而只焉觀…愚騎齋 巧を j 


■ポッ トパーナの 掃除 (適時） ( お買い求めの販売店に依頼して<ださい 。 ) 

• [5 S 意 j 掃除は、スト—ブを消义させ充分を却してか5、おこなつて<ださい。 

熱し1状態でおこなろとやけどのおそれがち0ます。 

♦ポッ K バーナにすすがついて巧のおび不揃いになつたとまや、ポッ N パーナの底にすすやカスがたま0すぎて着乂が 
おそ<なったときは、次のよラにしてすすを取0除いて<ださい。 



1. 上面ガードをはずして<ださい。 

2. 燃焼筒ふたをはずして<ださい。 

3. スケルトンは中ふたに取0付しっています。スケルトシをガラス円筒にあて 
ないぶラにして、取0はずして<ださい。 

4. 燃焼リングをフレームロツドに当てないよラに注葱して左園のち向に燃焼 
U ングぞまわし、取0だして<ださい。 



5. 点火ヒータ、点义ネットをいためないよ弓に、ポットバーナ内部のすすを 
ドライパーなどでかき落としてから、布などでふまとつて<ださい。 


6. 組立ての稳、燃焼リングはぶ図のように正しく確実に取り付けてください。 

[ ります。ドライバ-などでココし挪 I 
しいをのと交巧してくだが I 。 . .强織為な巧遊辅簡 gg , I 
k , A お ホ編顯心議 器い 審鱗酵 醇 纖£論。。 j 


■ガラス円筒内部の掃陈 備時） ( お買い求めの販売店に依頼して<ださい 。 ) 

♦ I ごミま Ml 巧除は、ストーブを消义ませ巧分を却してか5、おこなつて<ださい。 

熱い状態でおこなラとやけどのおそれがあ0ます。 

♦長期間の使巧によ0ガラス円筒がすすけてがが見えに<<なつたとまは、 18ぺージ 「ポットパーナの掃除 J の頂に 
したがい、スケルトンをはずしてガラス円筒を掃除して<ださい。 


t • U 一 ， J •■1、，— '》 


することがでまます < 


.ふミみ读> 巧け卿 r :; 攒ホ:で薦巧寒 g 








8 •曰常の点検•手入れ 


■点火ヒータ • 点义ネット • ノズルの点検(シ—ズンの初め) ( お買し巧めが麻岛こ臟してください;) 

♦点火ヒータや点义ネットにすすが付着しますと、赤熱がほ下した0、油のひろが0が悪<な0、着火不良の原因にな 
0ます。 

• ノズルの巧端にすすが付着しますと、異常燃焼になった0、着义不良や消火時間が長<なる原因にな0ます。 

シーズンネリめには必ず点検して < ださい。 

点火ヒータ、点义ネット、ノズルの点検•交換は破損のないよラに注意しておこなろお遇がありますので、化ずお買い 
巧めの販売店に依頼してください。 

■フレームロツド（燃焼制御装置）の点検(適時） (お買贼めの販売店に MI / C くださ瓦) 

♦フレーム□ッドの巧端にすすが付着した0、フレーム□ッドび変形すると、誤作動の原因にな0ます。 

すすの付着やフレーム□ッドの変おがある場合は、おずお買いボめの販売店に点検.交換を依頼して<ださい。 

■燃焼 巧 送風機 ファンフイルタの 掃除 （適獻 

•ファンフイ ルタがごみやほこりで目づま〇すると、燃焼不良の原因になります。次の票領でストーブ裏面の ファンフ 
イルタの掃除をおこなって<ださい。 

1. ち図の矢印のよラにファンフイルタに力を加えながら引さ出し、ス I プ 
裏面か百取0はずしてください。 

2. ブラシなどでフイルタのほこ D を取0除いて<ださい。 

3. 掃除が終わりました6、もとどお0に取0付けてください。 



■燃焼用送風機の掃除（年1回 liLh ) 

•燃焼巧送風機フアンにごみやほこ0がたまると、送風力が‘弱くな D 燃焼が悪くをった0、昔び大まくなって<ること 
があ日ます。このよ弓なとぎには、燃焼用送風機フアシのぼこ D ぞ取〇除いて<ださい。 



ストーブ後側のフアンカパーと風量制限板をはずし、ブラシなどで静かにほこ 
りを取0除いて < ださい。 


参清掃が終ね0ました6、ちとどおりに取り付けて<ださい。 


p 等藤活惡臟 J ァ罚或を i 玄業繫 r 强前聽鍾阮 r 蕭おと 

i きに音が出ますので力を加えめよろにしてくだをい 。:,V 


■地震などの災害が発生したとまの点検について 

♦地震などの災害が発生し、ストーブに振動や衝撃が加わったとさは、運転前にがず次の点検をおこなって<ださい。 
•煙突まね0のはずれ、ちれの確認 
-巧油配管か6のちれの確認 

点検で異常が見つかった場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼して<ださい。 


9.定期点検 


長期間ご使巧にな0ますと、ス I ブの点検が必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに点検を実施してください。点検のご相談は、お買いちげ店または修理資格 
者[(財)曰本石油燃焼機器保守協会 （ TEL 03-3499-292 のでおこなろ巧術管理講習会修了者（石油機器技術管理±) 
など]のいる店までお問い合わせ<ださい。 

















10 .部品交換のしかた 


■部品交換のとまのを意 

I 心 主 量 不完全な修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整がが要の場合には、お買い 
求めの販売店又は、修理資格者[(財)曰本石油燃焼機器保守協会でおこなろ技術管理講習会修 
了者（石油機器技術管理±)など]のいる販売店にご相談<ださい。 


部品交換は コロナ純正部品と ご指定ください。 

• •一—— .. . ^ , . 一. — — — • - — ^ ■一.一 ■ . 一 — ■ -，■•*«•••., — — ■.一 一.. - > . • .一- 

部品ご入巧の際には、コロナ製品取扱販売店で必ずコロナ抑正部品とご指定<ださい。 

純正部品ながの部おをご使巧にな D ますと、性能が十分に発揮されないばか0か、ストーブを損傷した0思 

わめ事巧の原因になります。 ..... . 

... . • —••-— - — - - ...» -- - . . . 


消耗•劣化しやすい部品（交換が必要な部品) 


■長時間の使用によ0消耗 

-劣化しやすい部品 

■変質.不純巧油の使用によ0劣化しやすい部品 

•ポット パー ナ 

♦点义 ヒータ 

参フレームロツド 参ノズル 

•燃焼 U シグ 

•フレーム□ツド 

♦電磁ポンプ •定油面器 

♦スケルトシ 

•点义ネット 



11.保管 (長期間使巧しない場含) 


設置したままでイ呆管される場合やしまわれるとさは、曰常の点検•手入れの項を参照し、次 
の要領で保管して < ださい。 

1. 電源プラグをコンセントか5巧いて < ださい。 

• I A 注意 I 設置したままで保管する場合おがず、電源プラグは抜いてください。 

2. 油タンクの巧油はすっか0出して < ださい。 

♦中に水分やごみを残したままにしておまますと、油タンクが腐食する原因にな0ます。 

3. 定油面器の中のな油をおいて < ださい。 

4. 塗装部分は、しめった巧でミちれを落としてから、か5ぶまして<ださい。 

5. 放熱器のサビなどがあるところをペーパーで磨き r 補修用の塗料 J 側売） 

で塗装して < ださい。 

6. フアンガードのごみやほこりを取0除いてください。 

7. 内部のごみやほこ0を取0除いて < ださい。 

:、板柱た-6、—岳倒しのお遠で崩をおに保管し—忘ぃ右くださし心 — 

:•「取扱説明書 J は、大切に保管してください。 

ggia 







■使巧中に異常があ 0 ました5、次表によ0原因を調べて処置をして<ださい。 

♦原因のねからないと言や、処置のむずかしいときは、お買いまめの販売店、またはお近 < のコ□ナお客様ご相 


12•故障•異常の見分け方と処置方法 


'• r ~~ —- r —~ ~*T***. 'V ■11 . 1 I .■ ， .■二 ■ •一ー バ ■—— ''.… 

邮咕〇?に拘?も-、妇も、別1-对巨げ 
蝴ピ . 
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次のよラな現象は故障ではあ0ません。 

修理を依おされる前にちろ一度お確かめ<ださい。 


巧めて使巧するとま、煙やにおいがでる。 


耐熱塗料やほこ0が焼けるためです。 

しば5く窓をあけて換気をしてください。 


すぐに点义しない。 

予熱点义方式のため予熱時間が2分程度必要です。 

(予熱時剧ま室温によりをみを化します。） 

燃焼開始時や消义後に r ビチピチ J といラ 
音がする。 

本体内部が熱によ0膨張、収縮するちめです。 


点义時にポンと音がする。 


点义するとまに発生する着义音で、異常ではあ0ません。 
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点义時•消火時 


















現 象 

説 巧 

燃 

焼 

時 
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そ 

の 

他 

青炎の中に黄色いが(ホ炎)が混じる。 

異常ではお0ません。 

煙突の先端か5連攝的に白煙が出る。 

外気湿が低<なると、排気ガス中に含まれている水分が 
凝結してか蒸気になるためで、異常燃焼による白煙では 
ありません。 

巧油ぎれの際、一巧游が大まくなつて消义する。 

異常ではあ0ません。 

タイマー運転中のとき、表を部の表示び暗い。 

待機時の消費電力節里のためです。異常ではお0ません。 


談窓□にご連絡 < ださい。※設定室温表巧にモニターサインび表巧されます。 
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• 微風ファシ運乾時の消費電力は定巧消ま里力に 4/4 W 加算をれます。 

標準適室は、社固ま人•日本ガス石油機器工業をの寡を基舉によ日ます。 


本が固を金具2個（ねじ2個)、コム製送油管締付バシド2個 


遮巧航個 


まをサーミスタ 


再ぶ义安を装苗.遇巧流防止装。.が巧巧巡！樓異巧巧出装 S 




停里をを装 S 


480で OT 


ホ110 mm 


0106mm (3 サ5分) 


点义時 340/340W • 最大燃焼時15/15饥 


:載巧を繼 


100V 50/60HZ 


271< 邑 


高さ61 5mm ■幅 748mm . 奥巧 368mm (屋台を含む) 


造 31.5m2 (19 畳）李で•コンクリート 49.5m2 (30 畳）まで 



湿暖地 


巧華適ま 


67.0% (目盛微かのとき) 


69.0% (目盛大のとき) 


熟効率 


1.36kW 


7.14 kW 


暖房出力 
■. 


7.330 kJ/h 熱効率67.00/〇 


及び親効率 


37,230 kJ/h 熱効率的.0% 


0.198 L/h 


.005L/h 


お料消き'置 


なミ由。旧1号な油） 


電気'南义式 


強制通気お.自が巧流お 


V-71PKG (基本型式 SV-71PK4) 


本本 本 ん 
巧 巧 巧 M 
巧白巧白黄白 i 白 H&m 

D D □ □ □ 


就就 






























14 •アフターサービス 


■保証について 


♦このコ□ナ若油ス|プには保証まがついていまず。， .ぃ。'- 

保証書は、化ず[お買し'»上げ曰•販売店を J ，なぞ f め’ is みを窮植かめのラえ、販売店からお受け取りください。内資 

をよくお読みのあと、大切にイ呆管してください; . ' 

♦保証期間はを買りよげ日から啤間をず。'.;— 

•次のよ〇な原因による被瞎及び、事故;につままして恃 y 保郭の巧をになひませのでま意してください。（詳しく 
は保証書をあ読みください。） 

■を質丹;‘由や不紳打油など、また好油ながの燃料使用による故障や事巧。 

■誤うた使用ちをによる故障や事故占 ~ ぶ- 


'獅活輔聽廚廠―巧—？.爾梓而1獅爾^^^ 

i 当社は、この巧巧の補修用性能が祿热ち规鐵も?^»挪素す取げ粧规す:ほ况謁だ’離翻公皱礎な 
♦補修巧性能部品とは V その製品の機能を維持する尼剧こが要な部品です古’ -、 . 

■祕•側の装編謬’ /雞鑛1韓穀攫. . t 韻に' fimsM ; 讚 屈瓣徽哥狼お搞 tm 漱纖靡 


■修理を依頼されるとまについて 

, - - ■••ぃ-. - - - -, 一. ご:…，户 气..•...，..，で,.で.;ご中で：.ご•こ打•ご:_打•で:：•，。•乃，：.•.".::、••；二^^ - r V 

:參「故障•異常の見分けちと処置ちま -J (21.22 ベージ）にしをがつてお調べください。直ちないときは、ご使巧 
を中止し、化ず電源プラグを巧いでか5、;お買わぶげめ版第度にご連絡《だきけを’： . /た\ 巧 C 巧禪说 

:♦ご連絡いただきおいお容 I まがを症り'を奇知:. 'も酷醉.'"こ辑單を 門‘ 巧蜗ご’. [ 户.も.…心 

①品を ③型式の呼び ③お貴い上げ日ふ’;敏巧障の状況:触巧るだけ貴が的に）：”-只 

；参修理に擦しましては、保証善をご提ちく后塞いん:探証善の規慶に擅担がおを齡販壳店が修珪をせていただまます。 
i ♦保証期間が過ぎているとまは、修理すれぱ使巧でまる場合には掘巧希望にホ Q 有料想修理させ票いただまます。 

:♦ご不明な点や修理に関するご相談はとお買じ出ばの販売店ま祗ほぶを⑩取扱説明書のま表紙眩記載されている[お 

:客様ご相談窓 an こを間いき鄉<だきい。;: .... ::：：：：：：：：：： 

’ •修理料金は、技術料.部品代.出張料などで構が璋れ:焉いまず。 




15 .据え付け•移 



据え付け-移設工事は販売店に依頼する 


据え付けや移設工事は販売店または据を巧け業者に依頼し、お客様ご自身では巧ねないでください。 


据え付け場所の選定及び標準据え付け例 


据え巧けにつし va ま、义災予防を例、電気設備に関する技術基準など法令の基準があ0ます。取扱説巧書（工事編）の 
r 特にを意していただきたいこと（安全のために必ずお守0ください) J をお読みにな0、販売店又は据え付け業者とよ 
くご相談してください。また、 r 標準据え付け例 J については、 25ベージ 、また、 r 煙突の取0巧け j については、 2 a 
〜29ぺージを参照して < ださい。 


据え付け後の確認 


据え付けが終わ0ました5、わラー度、取扱説明書（工事編）の「特にミ主意していただまたいこと（まをのために必ず 
お守0<ださい)」をお読みにな0、取扱説明書（工事編）に記載されているとお〇据完付け5れているかどラかを確 
認して < ださい。 


試運転 


試運転は販売店交はおえがけ業者とごいつしよに必ずおこなつて<ださい。 

■運乾準備■運転■消火の手順は、取巧説明書（工事編）の 29ページ を参照して < ださい。 

















工事編 


この工事説明書には、费全に正し<据え付けていただ<ために、いろいろな給表示び記載されています。そ 
の表巧と意昧は次のよろになっています。内容をよ<理解してか5、本文をお読みにな0据え付け工事をお 
こなって < ださい。 

A 整化 この表示を無視して、作業を誤った場合に作業奢が、またはその作業後の不具合によって使巧 
胃〇 きが、死に、重傷を負ラ可能性、または义災の可能性が想定される内容をおしています。 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業をび、またはその作業後の不具合によって使用 
Zdl / E な者が、傷害を負ラ可能性や物的損害の発生び想定される巧容を示しています。 


給表示の例 


A 記号はミち意を促す内容があることを告げるちのです。 

図の中に具体的なミま意内容(左図の場合は一般的なを意)が描かれています。 
の記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容が描かれています。 

©記号は行為を指おする内容をちばるちのです。 

図のやや近傍に具体的な禁止内容が巧かれています。 



•据え付けや移劇ホ、販売店又は据え付け業者び行ってください。 

お客様ごき身で据え巧けをされ不備びあると感電や乂がの原因にな0ます。 


•据え付けは乂がず防条例、電気設備に関ずる技術基準、電気工事は 
指定の工事店に依頼ずるなど法令の基準を守って行って<ださい。 


•屋内排気禁止 

屋内に排気すると、排ガスが室内に巧満してを険です。 
化ず屋州こ排気してください。 


•煙突を確実に接続 

煙突を確実に接続し、しつか0と固定してください。風、振動、衝堅など ^ 

でがれた0すると運転中に排ガスが室内にちれて危おです。 A 


__ A 法,音' 


•次の場所には据え付けない乂災やず想しない事故の原因になりまず 




化平でない場所、不巧定な場所 
不安定な物をのせたがなどの下 
可燃性ガスの発生する場所及はたまる場所 
燃焼に必要な空気を取り入れる空気取入 □ 
のない場所及は換気のおこなそない場所 


付近に燃えやすいちのがちる場所 
階段、避難□などの付近で避難のま障とな 
る場所 

防义対策をしていないマントルピース 
湿室、飼育室など人のいない場所 


0 


♦可燃物との距離を離す 

•ス I ブ及び煙突か5周囲の巧 
燃物までの離隔距離は义災予防 
条例で規定されています。図の 
よラにしてください。 

•ストーブは付属の屋台の上に据 
そ付けて < ださい。 


(惟荀 20 Gm が上 

1 . A • 法は、 20 cmL ソ上 、 \P 
IScmULh とおしています百 rlr 
が、煙突と巧が物との担謡 
(45 cmJ ； Lh ) でも規制されが^ 
ます。巧守•点検もち巧し、《 
巧な物との距離び長<なる物《 

よラに設置して<ださい。 《 

2. 湿熱板を巧 D 付けない場合 in 

は、脚面との担離を 30 cm 《 

ULh 離して < ださい。 ^ 


45cmL ソ上 


<標準据克付け例〉 

ISOcmULh 


45cm し义上 
燃 I 物 / 



〇 


150cm む上 I 


2已 











1 .特にま意していただまたいこと（ま全のために必ずお守0<ださい) 



♦家屋貫通部の注意 

• 煙突が可燃性の壁などを貫通する部分はおずめがね石を使用し 
て < ださい。 

. ル屋裹、天井裏などにある部分は金属ながの不燃が料で防乂上 
有効な被覆をおこなつて<ださい。 

• 可燃性の壁.天井-ル屋裏.天井裹などを貫通する部分及び、 
その付近では煙突の接続はしないで<ださい。 


貫通する壁より 
厚いこと。 



10 cmW 上 


〇 


r 地区にぶ0異なることび巧る’ 
L ので义が予防を例を参照する。 J 


•煙突の固定 

• 煙突は、風や振動などで倒れないよラ支え金具やちえ線などで固定してください。 
•煙突は、 1.5 〜 2 m おまに固定を具で固定し、白重をまえる部分はまえ文は、吊 
0金具で堅固にま持してください。 


〇 


• ドラフトレギユレータの取り付け 

煙突の引き（ドラフト）が強いと燃焼不良が発生します。 

次の煙突設置の場合はがず、ダブルドラフトレギユレータ（別売品 DR -1) 
を取0付けて < ださい。 

-集合煙突に接続する場合-標準寸法な上に立ち上がりが高し場合 
. 風が強くておが巧むよラな場合 


ドラフ h レギユレータ 



〇 


♦油タンクとの距離を離ず 

. 油タンクは、ストーブとの間に防义上有効な壁などが無い 
場合は、 2 mlU 上離してください。 

• 屋内の床置式の油タンクは、畳やじゆろたんの上は避け、 
不燃材の床上に据え付けて<ださい。 



〇 


• ゴム製送油管の屋外使巧禁止 

ゴム製送油管は屋がで使巧しないで<ださい。 
ひび割れを生じて油もれの原因にな0ます。 


0 


•煙突の点検 

据え付けが終わった5、ちろ一度点検してください。 

巧のよろな取0付けは、危険でちった0、不完を燃焼をおこすおそれがあるので、化ず修正 
して < ださい。 


〇 


下0巧配、下向ま巧が0禁止 


トップと開□部は1 m な上のこと 



0 



0 



〇 


26 




2 •開こん 


捆包箱には、次の付属品び入つていますので確認して<ださい。 


部お名 

個数 

用 途 

置 台 

1 

ストーブの下に敷く 

本体固定金具（ねじ2個） 

2 

ストーブと置台の固定 

ゴム製送油管締付バンド 

2 

ゴム製送油管接続部の締付け 

遮 熱 板 

1 

ストーブか6側面可燃物までの離原距離び短し)場合、前面ガードに取口付ける 

取扱説巧書 

1 

お客様巧ストーブ取り巧いの説明書 


3•据え付け 


据え付け場所の選定 


据え付けについては火が予防菜例、電気設備に関する技術基準など法をの基華があります。 2日一6ぺージ の r 特に注 
意していただきたいこと（ま全のためにおずお守りください)」ぞお読みにな0、販売店又は据え巧け業ちとよ<ご相 
談してください。また、 r 標準据え付け例 J については、 25ぺージ 、また、「煙突の取 D 付け J については28〜29ぺ一 
ジを参照して < ださい。 


据え付けち法 


■置台の取0付けと水平調節 

ス I ブの下には化ず霞台を使用し、ストーブを化平にし、化ず觸台と固定して<ださし、 

1. ストーブのを側の調節脚が屋台の脚位置 （2 力巧）に、一致するよラに設置して<ださ 
し、0 

2. 水平器を見なが54個の损節脚を調節してストーブを 7 j < 平に据え付けて<ださい。 


3. 本体固定金具をストーブの側面か5、置台の引っかけ部に善しこみ、付属のねじでスト 
ーブに固定してください。固定は、両側面2力巧です。 


■油タンクの組立てと据え付け側売品） 

•組立ては油タンク付属の取扱説明書にしたがっておこなって<ださい。 

•油タンク油面はス I ブ本体設置床面よ0高さを 30 cm か内で設置して < ださい。 

♦油タンクの設置、取0扱いについては、各地区の火災予防条例にしたがって<ださい。 

■ゴム製送油管の取0付け方 

♦ゴム製送油管にゴム製送油管締付パンドをはめてか6、油タンクとストーブのゴム管□に 
十分巧しこみ、ゴム製送油管締付バンドで強く締め付けてください。 

•ゴム製送油管は、 J に - S 3022 r 召油燃焼機器用ゴム製—送通智！：吾-括し起毛—の—な井1 
は使巧しないで < たさい。 

♦ゴム製送油营の途中が山樹こなったり、右つれた D していますと、空気がたまって丹油が 
流れないことがおります。平になるよラに直してください。 




か平器- 
ぶ 〇こ- 


上か S 見てか平器のふ。こびホ丸巧 
にあれば、ほぼ水平です。 











■金属配管(銅製送油管)施工の場合のま意 

♦定油面器へのごみの侵入を防ぐため、配管工事終了後、ス I ブと接続する前にはおず配管内に丹油を流して切粉 
ごみなどを取0除いて<ださい。 

■電気配線 

♦テレビやラジオか61 mU 上離して < ださい。 

♦電源プラグは、おず適正配線された単相 lOOV のコンセントに差しこんで<ださい。 

•運鼠時の電源が90\/が下及び、11 OV を超える場合は、故障の原因になることがあ0ます。 

この場合は、電力会社の指定工事店に依頼して、対策して<ださい。 

■煙突の左ちを変更する場合 ^ 

煙突の左ちを変更する場合は、巧のよラにおこなつてください。 I 封み 早 I ホ茜あび睡突接お 

1 . 上面ガードをはずして<ださい。 聞.拐 ……— i 鸟额た猛郁!* 

2. 煙突接続□を固定している3本のねじをはずし、中のパツキンを損 f - 

傷しないように煙突臟□をはずしてくだミい。 

3. 煙突接続□ふたを固定している3本のねじをはずし、中のパツキン @ ^ 

ぞ損傷しないよラに煙突接続□ふたをはずしてください。 祕 @祖 ださし、。 

4. 組込みは逆の要領で組みかえてください。 / — ^ ^---- 


r 煙突接続回;パか 
娘及な睡突接続 

iBmmmv 

の方向巧動ま 

卑:画巧昂の 

ねじの位ちを確か 
め起おり,側おえ 
i ださい。 


4.煙突の取0付け 


■煙突の径 

•煙突は直径10目 mm 巧寸5分）を使用してくださ口。 

■横引き、立ち上が0の標準寸法 

•煙突の立ち上がり、横引きの標準寸法は、立ち上が0約 3.6 m (4 本)、横弓悟約 1.8 m 口本）です。 

横引まが標準寸法より長くなる場合は、その長さの1/2を立ち上が0に追加してください。 

(結露予防のため、煙突の横引き長さはで言るかぎ0短<、內にしてください。） 

•屋かの立ち上が D 部の下端には、水巧まをつけて雨かが入るのを防いで<ださい。 

♦横引まは10分の1 U 上の上0勾配になるよろにして < ださい。 

♦横引まはできるだけ短<し、ペンド（エビ曲）は3個な下になるよラにしてください。また、露受けアダプター（別 
売品）などの取0付けもご検討ください。工事店とよくごキ目談ください。 

♦ 1本の煙突を他のス I -―ブなどと共用することは避けて<ださい。燃焼が悪<な0ます。 

■煙突先端（トップ)の位置 

•煙突トップは、屋根面か5垂直距離 60 cmlU 上離して<ださい。 

♦煙突トップか6水平距離1内に瞬接家屋などの軒があるときは、さらにそれより、 60 cmLU 上離してください。 
•窓などの開□部か6は1 mL ツ上離してください。 

参煙突トップの位置は建物.立木などのが態をみて、お百ゆるち向の風が通0抜ける位置にして<ださい。 

■トップの形状 

♦煙突トップには、逆風防止のための「傾斜 H 型トップ J を取り付けて<ださい。 

■ドラフトレギユレータ 側売品） の取り付け 

♦ IA 注意 I 煙突の引き(ドラフト）が強いと燃焼不良が発生します。 

次の煙突設置の場合はおず、ダブルドラフトレギユレータ （ DR -1) を取り付けてください。 

♦集合煙突に接続する場合•標準寸法な上に立ち上が0が高い場合 
参風が強くて炎がミ尤むよラな場合 



msism 








4 •煙突の取 0 付け 


■集合煙突を利用する場合のごミ主意 


参集合煙突に塞しこむ 
先端はち図のよラに 
して < ださい。 



集合煙突の涅の乂 


f 悪い例 

t 

a 



参2つな上のストーブを使巧す 
るとまは、横引部分の長い 
方を上にして < ださい。 



♦集合煙突を使巧する場合は、設置方法などについて必ず専門業者にご相談して<ださい。 


■煙突の取0付け図 

. 煙突の斯瑞か6化平距離1 m む内に建物の軒がある場さは、その軒か 660 cm 
、な上高くすること。煙突の瓶端から1 m な内に建物の開□部（窓）がないこと。. 

参^印寸法は、煙突が本体か引. 8 m を超える場合は 15 cm な上。 

起旨！!^‘絶バな f ぶ海' 儀養^ 

苗の塚所は当該地区の义災ずが条例にしたがって < ださい 。、 r N 

ミ♦魯の誤しす巧璋では、必ず、ドラフドレキユレータを取り付けてく襄さい。ぶ| 
嚴を!)姐場合には、巧受けアダプターを®り伽州地した結度：的まみ、 J 滞 I 
豎き i た覃げたください。 ，: 、ち:パ] 

js 瑞遞 蘇、ほ 巧の巧引き長さはできるかき ヴ證<'、 2が' ば細 こ bt み: だ 達巧。う 叫 

■結露水の処理 



•煙突の横引き部に結露化が出る場合は、別売の露受けアダプター （ USB -1) 及、集合煙突の凍結予防には集合煙突 
凍結防止ヒータ （ USB -3) をご使巧<だまい。版売店にご相談< ださい。 


5•試運転 


試運乾は使用者とごいつしよに必ずおこなつてください。 


匯運転準備 

• 私き意] 電源プラグをコンセントに巧の根元まで確実に差しこんで < ださい。 

♦油タンクに給油し、送油経路の空気抜きをしてください。 

•送油経路やス I -ーブよ〇油ちれがないか確認して<ださい。 

♦安全装置をセットしてください。〔定油面器リセットレバー（黒色）を左ち向に止まるまで巧してください。) 
参タイフー運乾になつていませんか。 


■運転 



1. 運転スイツチを押して r 入 J にして<ださい。 

• r ごま意 I 初めてお使いになるとまは、耐熱塗料などが焼けて煙と臭いがでます。 

窓をあけて部屋の換気をして<ださい。 

•3 〜4分間の予備燃焼が終わると本燃焼に切 D かわ D ます 

2. 異常がなければ、义力調節つまみを r 微少 J 〜「大 J に設定して<ださい。 

♦巧のが態は、青いがの中にい<6かの黄色い炎（ホ火）がまじってち異常ではあ0ません。 


■消义の手順 



•運転スイツチを押して「切」にして<ださい。 r 消火します」の音声と同時に、燃焼表示 
が消え、消火表示 r 消义します J が点灯します。燃焼室が冷却すると燃焼巧送風機が停止 
し、すべての表示が消好します。 


争巧 M 運敵鷄驅合はぉ 鋪ぶ ㈱ 態 两 

、 "ふ ' * • .. ............ . .. .... .. .. . . ..... •. .. 
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FAX 047 312-8338 
FAX 045 852-5540 
FAX 055 268-1569 
FAX 048 651-6370 
FAX 048 6 S 1-8370 
FAX 027 361-9139 
FAX 028 632-5205 
FAX 0276)38-5508 
FAX (029)241-4268 
戶 AX た 29 ミ 83 卜 1913 


北海道地区 


東北地区 


ホし梅サービスたンター 
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青 巧 ま 店 
«巧サービスじンター 
が田営冀巧 
が旧サービスじンター 
M 戸営冀巧 
パロサービスむンター 
化前営篆巧 
化前サービス它ンター 
駐巧き给巧 
酉岡サービス它ンター 
かお営ち巧 

仙 S 受度 
油合サーピス它ンター 
が山営第巧 
山お営冀所 
巧內ぎ窠巧 


札喊市百召区平和遇16 了目南1 -1 9 -003-0028 

札幌巿65区米里3を 2 T 目目 -25 デ003 -0873 

函館巿西樓巧の21 -2 テ04 V 0824 

化り I 巧泉巧) II 南1を2了目 2-5 〒〇 78-8261 

お应巿西18を化1了目 17-1 〒〇 80-004 S 

訓路巿巧围阳 4-1 7 〒〇 85-0038 

j じ見巧美ち BI 9-1-30 〒〇 90-0064 

青巧巧ち巧1了白1 2-38 〒 030-0946 

青巧巧ち館1了目1 2-3 日 〒〇 30-0946 

が史巧泉申巧4 了呂 4-1 8 〒Cn 0-0917 

秋面巧がほ II にモ刈109 -1 〒〇 10-0802 

I \戸巧亮巧4 了目 4-7 で031 -0073 

J I 戸巧売巧4 了目 4-7 〒〇31 -0073 

化前巧面園 1-2-1 デ 036-8086 

化前巧田園 1-2-1 で 036-8086 

毎岡巿 P 弓 2-1-42 テ020 -0823 

酉岡巧 P お- 1-42 T 020-0823 

舆州巿化巧区か巧王#!远巧4 了目79 〒〇 23-0002 

拙台巧きお豎区日ノ出の1-7-32 〒983-0035 

イ山ち巧宮巧致区百ノホの1-7-31 ず 983-0035 

预山巧亀坦 1-51-9 T 963-8033 

山お巧ま宵迈 3-6-28 〒 990-2423 

酒西巧錠町1,183 -1 T 998-0103 


TEL(011)864— 0440(代衰) 
T 巨 L ミ01 1)879-21 21^巧表^ 
TEL り 138)48-6070 (け養^ 
TEL 0166 37-2330 巧爱 
TEL か65た5—7518如表 j 
TEU0 154た 4— 419パげ表) 
TEUO 157 26-2103(«a 


TEL (017)742— 8255(巧表） 
TEL ミ0 1 7)743-2971 (巧表） 
TELCO 1 8)864-5671 (巧表） 
TEUCn 8)864— 5219(巧教 
TE し (0178)24-5289( げ表） 
TEL (0178)47-6609( 巧衷5 
了5しの172)28—39*10(巧衰） 
T £ L (01 72た 6-4770( 巧表） 
TEL (019)622-4791(« S ) 
TEUOl 9)604-0281 (巧戻） 
TEU 0197)22-41 55(巧表） 

TEL (022)235-318 l (<- eS ) 
なし02む 783— 1791ミげ勤 
T 巨し 024)938 —2240(け表） 
T 巨しか 23 巧 42 —3 255 巧孰 
下巨し0234 )31 —057バ巧お 


FAX (0 n )863-3154 
FAX か 1)871-2000 
FAX り 138)48 -6080 
FAXCOl 66)37-2338 
FAX わ 155)35-7 日10 
FAX わ 154)24 —0451 
FAX わ 157)26-21 07 

FAX (017)742-8275 
FAX の 17)743-1 118 
FAX (018)864—8468 
FAX (018)864-5760 
FAX (0178)45 —4290 
FAX の 178)71—1344 
FAX (0172)28-0191 
FAX (0172)29-1133 
FAX (019)622-5244 
FAX (019)604-0283 
FAX (0197)22-4452 

FAX (022}236-8810 
FAX の 22)783—1792 
FAX (024 938-3021 
FAX 023)642-3254 
FAX 0234)31-0581 


修理サービスや製品についでのご相談は機種ちをご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のご相談窓□【こご依頼ください。 

ご乾居やご贈營おなどでお困りの場舍は、下記のお近<の窓□じごホ目談< 
ださい。 

名称、巧を地、雲話蛋号は、変更する場含ぴありまずのでご3承ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどラぞ 

コ□ナサービスセンターー〜___ 


20-919-302 

^ (憶理ま付專巧ダイヤル） 

FAX 01 20-91 9-3SS 


携帯雲話 ’PHS 等か S は 
最客のサービスセンター 
へ!^おかけ < ださい。 


化巧道.青巧県-秋田県-着手県のお客様はおちのサービス 
センターへ直接おかけください。 


お客様ご相談窓口一覧表 


き 


IHTT 甲デ T 甲〒0■宁 ITD-T デ 


TB- 〒〒で〒デ 


広広岡米徳 


207WA0352 - 012 3 ( 3 ) 











































































































































































